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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・2/22（水）、OT学生、通所見学。

・2/24（金）SST研修に参加希望者は担当スタッフまで連絡すること。

・2月中にカルテチェックを行う事。チェック表⇒通所リハフォルダ内

・昨日より、こころすこやか会館の整備手伝いを行っている。2週間を予定としており、可能な限り応援スタッフを配置していく。

＜デイナイトケア事例検討＞

岩城　敏夫様（73）男性　統合失調症　　合併症：　　　　　　　　青風荘入所中

　　　　　　　　　担当医：千葉良Dr　　担当スタッフ：服部・相内

長期目標　趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。いずれは、展覧会に絵を出展したい。

中期目標　絵を描き続けるために健康な生活を送る。

短期目標　①血圧やペースメーカーに配慮し、身体的な不調があれば直ぐにスタッフに報告する。

②認知症にもならない為にもプログラム継続して参加する。

治療計画　①身体不調時不安感を訴えた時は傾聴し本人の希望にそう様に対応して行く。血圧に関しても時間ごとに測定をして安心感を持てるようにする。時に不安感を訴えるが血圧を測定しますかと言うと大丈夫と言い本を読み理解しようとする。

②認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴していく。

検討内容　情報共有・治療計画の見直し

現状

○デイナイトケア

· プログラムや日課は拒否することなく出来ている。運動も足の痛みを訴えることなく参加。

· 自分が話し始めると、話を切ろうとする事に対し、怒る様子がある。

· 自分の作業スペースを片付ける為の掃除用具を準備しており、片付けは毎回しっかり行っている。

· 被害的な訴えは聞かれなくなってきている。

· 絵の展覧会を開きたいと話されており、展覧会用の紙について文具店に自分で確認している。

⇒長期目標にも挙がっているため、希望実現に対してのアプローチをしてはどうか？

⇒絵の展示や応募をする場合、法人の許可は必要か？（施設入所の為）

○青風荘

· 「足が痛いのは○○のせい」と個人名を挙げて訴えることがある。

· 当番は忘れず、丁寧に行っている。

· 外出は単独で行い、交通手段も使いこなしている。

· 被害的な訴えは減っている。

· 朝のミーティングの司会を行っているが、言葉が不明瞭。

· 食器洗い等、行動は早いが、当番を増やすには本人の負担が大きい。

· NHKの番組（健康・美術・俳句など）を観るために、青風荘和室のテレビをほとんど1人で使っている。その事について、他者から不満を言われることがある。

検討結果
· 治療計画は継続

· 「絵の展示」という目標についてのアプローチを加える

⇒目標実現に向けて、ステップを決めて行動に移してみるように伝えていく。

⇒事前に、青風荘スタッフやご家族に、絵の展示について行動を起こしたいことを自身で伝えていくように働きかける。

⇒NHKホール等、自由に展示できる場所があることを伝え、目標を実現する機会があることを伝えていく。

＜利用者様情報＞

· 倉石ヨシエ様～腰痛の為、2/9よりデイナイトケアを欠席している。青風荘にて、車椅子で様

子を見ていた時期もあったが、現在は自力で階段昇降を行うことが出来ている。起き上がりに、特に腰が痛むとのこと。

· 小笠原富治様～発熱、咳があり欠席が続いている。月曜日に鹿内内科受診し、採血実施。現

　在、発熱はないが、若干の咳は続いている。QFT検査は陽性で結核予防薬服用中。喀痰培養検査は実施済で、結果待ちの状態。

· 小野寺ノリ様～食事を口に溜め込むことがあった為、荒キザミに食事変更している。その後、

食事を溜め込むことはない。会話時の反応良好で、自分から話をしたり、スタッフの名前を当てたりしている。

· 高島吉太郎様～昨日、体温37℃あり。青風荘帰荘後は、体温36℃代で経過している。声のか

すれ、痰がらみの咳が聞かれる。動作の緩慢さあり。発熱を繰り返すようであれば、内科受診を検討する。

· 佐藤ミツ子様～昨晩不眠で経過したと青風荘より情報提供あり。プログラムにて居眠りみら

れている。日中はなるべく起きているように働きかけていく。

· 向井　敦子様～本日デイケア来所。裁縫を希望されており、細かな空き時間を利用して、持

参したパッチワークを行っている。デイケア利用目的としては、趣味活動の場（裁縫）の確保、相談の場の確保であるため、本人のニーズに合った対応を行っていく。

· 繁名　和恵様～股の痛みを訴え、外に出ることが出来ないためデイケアを欠席したいと連絡

があり。その後、青明舎に「股が痛くてズボンが履けない。外に出れないから迎えに来て欲しい」と訴えている。タクシーを使用して自分で来るように説明すると、タクシーでふらっとに来られている。その後、青明舎スタッフがデイケアに連絡し、スタッフが繁名様を迎えに行っている。

陰部が痒いのであれば、入浴して清潔にするよう説明。それでも痒みが治まらないようであれば、病院受診を勧めている。

＜外来情報＞

・清水頭　翼様～ハロマンス筋注実施。

・向井　敦子様～リスパダールコンスタ＋フルデカシン筋注実施。こどもの声で幻聴が聴こえるとのこと。本人に出産経験はないことを振り返って頂いている。

・高橋　幸雄様～体重増加傾向。これ以上増やさないように説明している。

・巴　　勇樹様～体重増加傾向。これ以上増やさないように説明している。

・番沢　政勝様～採血実施。「コレステロールが高いかもしれない」と気にしている様子ある。

・鈴木　茂子様～栄養指導実施。

・菅野　勝利様～収縮期血圧150㎜Hgと血圧高め。内服調整はない。

・淡路智恵子様～風邪気味で、荻生内科受診し、内服処方してもらったとのこと。

・板橋　利美様～睡眠状況は、中途覚醒があることは変わらないと話す。

・本多　富美様～父親の代行受診。終日、飲酒をして過ごしていたとのことで、先日寝煙草をして布団を焦がしてしまったとの情報。尿失禁あり、着替えは母親が介入して行っているとのこと。本人は入院をしたくないと話す。訪問看護導入を検討していくことを伝えている。母親様は世間体を気にし、訪問看護導入については拒否的。母親様は本人に対して、「隠れて飲まないで、たしなむ程度に目の前で飲め」と伝えているとのこと。

